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２
０
２
４
年
５
月
25
日
（
土
）
に
第

18
回
臨
嶺
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
２
０
２
３
年
度
の
事

業
報
告
や
会
計
報
告
な
ど
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
（
審
議
内
容
は
２
～
３
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
ま
た
、
今
回

の
総
会
で
は
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

新
会
長
に
は
山
内
一
由
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
の
後
に
は
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
、
２
０
２
０
年
度

に
定
年
退
職
さ
れ
た
奥
村
伸
生
先
生

を
お
迎
え
し
、
「
わ
が
国
の
臨
床
検
査

技
師
教
育
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
衛
生
検
査
技
師
と
し
て
始

ま
っ
た
わ
が
国
の
臨
床
検
査
技
師
の

歴
史
や
、
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
臨
床
検
査
技
師
に
対
し
て
期
待
す

る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
、
講
演

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

新新
会会
長長
挨挨
拶拶  

山
内 

一
由
（
短
12) 

前
会
長
奥
村
伸
生
先
生
の
後
を
受

け
、
臨
嶺
会
の
会
長
に
選
任
い
た
だ
き

ま
し
た
山
内
一
由
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
大
変
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
同
窓

会
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
が
こ
の
大
役
で
あ
る
と
受
け

と
め
て
お
り
ま
す
。 

正
直
に
白
状
し
ま
す
と
、
３
年
前
に

出
戻
り
で
本
学
に
着
任
し
た
際
、
ま
ず

心
配
に
な
っ
た
の
は
自
身
の
同
窓
会

費
の
納
入
状
況
で
し
た
。
事
務
局
の
平

千
明
先
生
に
こ
っ
そ
り
調
べ
て
い
た

だ
き
、
納
入
済
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
は
、
い
け
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と

学
生
諸
君
に
会
費
納
入
を
お
願
い
し

て
い
る
不
肖
の
会
員
で
あ
り
ま
す
。
自

身
が
短
期
大
学
部
の
12
回
生
で
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
の
も
そ

の
時
で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
臨
嶺
会
に
無

頓
着
で
し
た
。
決
し
て
、
蔑
ろ
に
し
て

い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会

の
重
要
性
を
理
解
し
つ
つ
も
、
歴
代
の

執
行
部
の
方
々
に
す
っ
か
り
甘
え
て

し
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
こ
れ
ま
で
の
不
義
理
を
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
当
会
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
て

き
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て
、
少
子
化
が
加
速
す
る
中
、
ど

う
い
う
わ
け
か
臨
床
検
査
技
師
養
成

校
の
新
設
は
バ
ブ
ル
状
態
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、
法
人
化
以
降
、
国
立
大
学

の
運
営
は
厳
し
く
な
る
一
方
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
、
各
大
学
、
特
に

国
立
大
学
は
他
大
学
と
伍
し
て
独
自

性
を
発
揮
し
つ
つ
、
魅
力
あ
る
臨
床
検

査
学
教
育
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
多

様
な
経
験
を
持
つ
幅
広
い
年
齢
層
の

先
輩
方
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
同
窓

会
組
織
が
不
可
欠
で
す
。
恥
ず
か
し
な

が
ら
、
教
育
の
現
場
に
身
を
置
く
よ
う

に
な
っ
て
痛
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
会
計
報
告
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
お
分
か
り
の
通
り
、
予
算
は
決
し
て

潤
沢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
か

ら
の
資
金
が
運
営
費
交
付
金
で
カ
バ

ー
で
き
な
い
部
分
を
補
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
金
以
上
に
重
要

な
の
は
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
今

後
、
同
窓
会
の
資
産
が
増
え
る
こ
と
は

全
く
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
専
攻
が

存
続
す
る
限
り
会
員
数
は
確
実
に
増

え
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
が
り
続

け
ま
す
。
会
員
同
志
の
絆
を
つ
な
ぐ
こ

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
何
も
代
え

が
た
い
貴
重
な
財
産
で
す
。
こ
の
無
形

の
資
産
を
活
か
し
て
、
在
学
生
だ
け
で

な
く
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
交
流

の
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
当
会

の
存
在
意
義
で
す
。 

こ
れ
ま
で
は
同
窓
会
活
動
に
消
極

的
な
幽
霊
会
員
で
し
た
が
、
今
後
は
不

義
理
を
償
う
べ
く
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
臨
嶺
会
の
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
所
存
で
す
。
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
引
き
続
き
臨
嶺
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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第第 1188 回回臨臨嶺嶺会会総総会会ににてて、、今今後後のの会会報報（（臨臨嶺嶺会会会会報報おおよよびび保保健健学学科科同同窓窓会会だだよよりり））のの発発

送送ににつついいてて下下記記のの通通りりにに承承認認さされれままししたた。。  

 

11)) 第第 4477 号号（（22002266 年年春春発発行行））かかららはは希希望望者者ののみみにに会会報報をを発発送送ししまますす。。  

発送を希望する会員は、以下の QR コードへの回答もしくは臨嶺会事務局へご連絡 

ください。発送を希望する・希望しないの意思変更は随時可能としますが、発送用 

の名簿を作成する都合上、各年度の 12 月 31 日を締切りとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発送を希望しない会員および 2026 年 3 月卒業以降の会員は、臨嶺会、保健学科 

同窓会のホームページより会報を閲覧してください。 

臨嶺会 https://www.mhoken.jp/rinreikai 

保健学科同窓会 https://www.mhoken.jp 

 

22)) 臨臨嶺嶺会会事事務務局局にに返返送送さされれたた会会報報のの再再発発送送はは行行いいまませせんん。。  

住所変更の申告がない場合は発送希望者であっても再発送は行いません。 

住所変更は、臨嶺会ホームページの会員情報変更サイトをご活用ください。 

 

33)) 総総会会開開催催（（44 年年にに一一度度））のの案案内内はは全全会会員員ににははががききをを郵郵送送ししてておお知知ららせせししまますす。。  

  会報と同様に、返送されたはがきの再郵送は行いません。  

 
 【【参参考考資資料料】】  

「今後の会報のあり方」について、会員のアンケート集計結果（第 41 号会報）をもとに、

前回開催の第 17 回総会（2020 年）での審議で以下のように決定していました。 

・会報は今後も発行する。 

・会報発行に関わる経費削減に努める。 

・会報の発送方法については第 18 回総会（2024 年）にて決定する。 

QQRR ココーードド  

 

 

 

 

 

 

臨嶺会会員情報の変更 

https://forms.gle/HmDVTyfKCB

TzLi8v7 

臨臨嶺嶺会会事事務務局局  

氏名・会員番号・卒業年（回生、期生）

を Mail または電話でお知らせください。 

 

 

Mail：kensa@shinshu-u.ac.jp 

電話：0263-37-2387 

           （検査助教室） 
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以以下下のの事事項項がが審審議議さされれ、、承承認認さされれままししたた。。  

事事業業報報告告  令令和和 22 年年度度～～令令和和 55 年年度度（（22002200 年年度度～～22002233 年年度度））  

１）総会の開催：第 17 回総会 令和２年 3 月 14 日(土) 13:00-13:50 

    場所/信州大学医学部保健学科 211 講義室 

  審議/平成 28 年度～令和 1 年度事業報告・会計報告、令和 2 年度～令和 5 年度事業計画

案・予算案、役員改選（新役員・委員・幹事紹介） 

  講演会/日高宏哉先生「生活習慣病予防の“わ”」 

2）役員会等：第 18 回総会に向けて令和 5 年度に 4 回開催【10/23(月)、2/2(金)、2/29(木) 

3/28(木)】 

3）会報の発行：第 42 号～第 45 号発行（7,180 部） 

4）カミングホームデー事業：令和 4 年 10 月 15 日(土) 短 6 回生（卒後 40 年） 

5）就職・進学支援事業：接遇対策マナーセミナーと就職・進学支援セミナーを各年度で開催 

6）保健学科同窓会総会：令和 5 年度 6 月 24 日(土) （令和 2 年度～令和 4 年度は中止） 

会会計計報報告告  令令和和 22 年年度度～～令令和和 55 年年度度（（22002200 年年度度～～22002233 年年度度））    

1）会計報告 

2）会計監査報告 

＊詳細をお知りになりたい方は、臨嶺会事務局へお問い合わせください。 

事事業業計計画画（（案案））  令令和和 66 年年度度～～令令和和 99 年年度度（（22002244 年年度度～～22002277 年年度度））  

１）第 18 回総会 令和 6 年 5 月 25 日(土)  

    場所/信州大学医学部保健学科 211 講義室 

  受付/12:30～13:00 

    総会/13:00～14:00 

    講演会/14:10～15:10 奥村伸生先生「わが国の臨床検査技師教育とカリキュラムの変遷」 

2）役員会等：第 19 回総会に向けて令和 9 年度に 4 回開催 

3）会報の発行：第 46 号～第 49 号発行 

4）カミングホームデー事業：卒後 10 年、20 年、30 年、40 年、50 年に該当する学年に 

補助・協力 

5）就職・進学支援事業：接遇対策マナーセミナーと就職・進学支援セミナーを各年度で開催 

6）保健学科同窓会総会：各年度で開催 

予予算算（（案案））  令令和和 66 年年度度～～令令和和 99 年年度度（（22002244 年年度度～～22002277 年年度度））  

＊詳細をお知りになりたい方は、臨嶺会事務局へお問い合わせください。 

役役員員改改選選＜承認されたため、新役員・委員・幹事を 4 ページに掲載しました＞ 

今今後後のの会会報報発発送送ににつついいてて＜承認されたため、詳細を 2 ページに掲載しました＞ 
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新新役役員員  令令和和 66 年年度度～～令令和和 99 年年度度（（22002244 年年度度～～22002277 年年度度））  

  

会会長長  短 12 山内 一由    幹幹事事  衛 2 福嶋 幸代 （武重）            

副副会会長長  短 16 宍戸 淑子  （岡田）    衛 4 川上 由行   

副副会会長長  保 2 小嶋 俊介      衛 6 石田 章子 （竹内）            

             臨 2 飯島 敏代   

会会計計監監査査  短 26 中嶋 郁美 （青柳）    短 2 奥村 久恵 （上條）            

会会計計監監査査  短 28 西村真利子 （忠地）         短 4 日高恵以子 （中川）            

事事務務局局  臨 1 小穴こず枝 （小野）               短 6 永田 誠   

事事務務局局  短 22 重藤 聖子 （久保田）    短 8 中越りつこ （小出）            

事事務務局局  短 17 樋口由美子 （佐々木）              短 10 小松 智子 （堀川）            

事事務務局局  保 2 藤巻 千明 （平）    短 12 奥原 典枝 （内田）               

事事務務局局  保 4 新井 慎平      短 14 奈須喜美子   

選選挙挙管管理理委委員員  短 1 奥村 伸生      短 16 竹村 佳代   

選選挙挙管管理理委委員員  短 11 伊丹川裕子      短 18 草間 智生 （瀧澤） 

編編集集委委員員  保 11 金井 崚      短 20 百瀬 正信   

編編集集委委員員  保 12 上條 途夢      短 22 重藤 聖子 （久保田） 

             短 24 菅野 桂子  （笹野） 

総総会会実実行行委委員員  保 11 金井 崚      短 28 向井 早紀 （若林） 

  保 1２ 上條 途夢      保 2 小嶋 俊介   

  保 1２ 山根 拓      保 4 新井 慎平   

       保 6 伊波 若葉   

       保 8 山﨑 春奈   

       保 10 小澤 一貴   

       保 12 上條 途夢   

       保 14 和田 恵   

       保 16 百瀬 翠   

       保 18 飴 ちひろ   
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『『
私私
のの
推推
しし
はは
坂坂
のの
上上
のの
雲雲
』』  

衛
1 

 

古
池 

嘉
朗 

ま
こ
と
に
小
さ
な
国
が
開
化

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

明
治
維
新
を
と
げ
、
近
代
国
家

の
仲
間
入
り
を
し
た
日
本
は
、
息

せ
き
切
っ
て
先
進
国
に
追
い
つ

こ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
を

生
き
た
四
国
松
山
出
身
の
三
人

の
男
達―

日
露
戦
争
で
コ
サ
ッ

ク
騎
兵
を
破
っ
た
秋
山
好
古

ヨ
シ
フ
ル

、
日

本
海
海
戦
の
参
謀
秋
山
真
之

サ
ネ
ユ
キ

兄

弟
と
、
文
学
の
世
界
に
巨
大
な
足

跡
を
残
し
た
正
岡
子
規
を
中
心

に
昂
揚
の
時
代
、
明
治
の
群
像
を

描
く
長
編
小
説
。 

（
司
馬
遼
太
郎
原
作
、
２
０
０

９
年
11
月
N

H

K
ド
ラ
マ
ス

ペ
シ
ャ
ル
放
送
開
始
、
２
０
２
４

年
９
月
再
放
送
） 

 

  

次
号 

三
澤 

和
子 

『『
庭庭
でで
鳥鳥
のの
観観
察察
』』  

衛
３ 

辰
巳
（
宮
崎
）
貴
子 

朝
、
雨
戸
を
開
け
た
時
ス
ズ
メ

の
声
を
聞
く
と
元
気
が
で
ま
す
。

狭
い
庭
で
す
が
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
、

コ
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
メ
ス
、
オ

オ
タ
カ
が
来
た
こ
と
も
。
コ
チ
ョ

ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
は
メ
ジ
ロ
の
群
れ

に
逃
げ
ら
れ
て
、
し
ば
ら
く
の
間

じ
っ
と
菜
園
の
柵
に
止
ま
っ
て

い
た
り
。
オ
オ
タ
カ
は
大
根
の
葉

の
下
を
の
ぞ
い
た
り
、
畝
の
間
を

歩
い
た
り
。
気
が
か
り
は
ス
ズ
メ

が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

  

次
号 

水
口
（
山
本
）
麗
子 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ

でで
すす
』』  

衛
４ 

 

関
谷
（
仁
木
）
久
美
子 

以
前
は
周
辺
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
の
散
歩
で
し
た
が
、
４

〜
5
年
前
か
ら
は
速
歩
で
汗
を

か
い
て
い
ま
す
。
夕
食
後
に
家
の

近
く
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な

ど
を
約
3.5

km
歩
き
ま
す
。
歩
い

た
後
の
爽
快
感
は
格
別
で
す
し
、

夜
も
よ
く
眠
ら
れ
ま
す
。 

 

血
糖
値
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）
が
下

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す

が
、
は
っ
き
り
し
た
効
果
は
見
ら

れ
な
く
残
念
で
す
。 

 

次
号 

飯
島
（
南
沢
）
か
ず
江
（
推
）  

『『
私私
のの
〝〝
ササ
ララ
メメ
シシ
〟〟
』』  

衛
6 

羽
山 

正
義 

定
年
退
職
し
て
10
年
が
経
ち
ま
す
。

恩
師
で
丸
子
中
央
病
院
の
院
長
先
生

か
ら
「
定
年
後
は
面
白
い
仕
事
を
し

よ
う
」
と
誘
わ
れ
て
今
日
ま
で
現
役

生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
勤
務
先
へ

は
松
本
か
ら
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
を
貫

け
る
片
道
35
キ
ロ
を
週
４
日
通
勤
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
推
し
は
病

院
９
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ス
ホ

ル
ン
の
テ
ラ
ス
で
食
べ
る
〝
サ
ラ
メ

シ
〟
で
す
。
お
洒
落
な
ラ
ン
チ
が
楽

し
め
ま
す
よ
「U

E
D

A
-T

A
B

I

」。 

 

次
号 

池
田 

昌
伸
（
推
） 

『『
故故
郷郷
のの
峠峠  

二二
つつ
』』  

臨
１ 

池
田
（
和
田
）
せ
つ
子 

 

定
年
っ
て
ま
だ
ま
だ
若
い
と

言
っ
て
た
ら
、
つ
い
に
古
来
に
は

稀
な
る
領
域
に
達
し
、
感
謝
で
す
。

〝
推
し
〟
な
る
も
の
が
？
の
中

で
浮
か
ん
だ
の
が
故
郷
旧
鬼
無

里
村
の
二
つ
の
峠
。 

ま
ず
は
戸
隠
に
抜
け
る
紅
葉

の
大
望
峠
。
も
う
一
つ
は
、
全
く

逆
方
向
の
白
馬
に
抜
け
る
峠
で
、

道
路
の
雪
が
解
け
た
頃
が
い
い
。

峠
に
は
あ
る
物
が
待
っ
て
い
ま

す
。 

 

 

次
号 

清
沢 

長
子
（
推
） 1 本の茎に 2 色が咲き分ける 

八重の桔梗 

ウォーキングで行くこともある 
瓢湖 

 

浅間山を前にして 
テラスで食べる“サラメシ” 

奈
良
の
仏
隆
寺
の
千
年
桜
で
す 
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6 
 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
花花
見見
』』  

臨
2 

小
池
（
坂
本
）
と
き
え 

川
崎
市
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家 

野
の
花
は
野
で
見
る
の
が
好

き
、
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
が
咲
く
頃
に

は
戸
倉
に
、
ハ
ナ
ネ
コ
ノ
メ
目
的

で
高
尾
山
へ
、
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
を

見
に
そ
の
群
生
地
へ
と
、
流
石
に

ツ
ク
モ
グ
サ
を
見
に
横
岳
登
山

は
も
う
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
物
友

の
会
で
一
度
だ
け
見
に
行
っ
た

の
は
思
い
出
で
す
。
職
場
の
自
然

の
家
で
は
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
野
の
花
々
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

       

次
号 

大
久
保
（
小
林
）
里
枝
子(

推)  

『『
音音
楽楽
にに
魅魅
せせ
らら
れれ
てて
』』  

短
2 

三
上
（
麦
島
）
美
恵 

医
短
２
回
生
は
昨
年
９
月
に

松
本
市
内
で
久
し
ぶ
り
に
同
級

会
が
あ
り
、
懐
か
し
い
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
定
年
後
に
知
り
合
い
に

勧
め
ら
れ
て
始
め
た
「
大
正
琴
」

に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
演
歌
や
民

謡
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ッ
プ
ス
と

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
大
正
琴
で

弾
き
、
単
調
な
毎
日
に
色
を
添
え

て
い
ま
す
。 

        

次
号 

高
木 

一 

『『
ママ
スス
タタ
ーー
ズズ
水水
泳泳
』』  

短
3 

千
田
（
大
田
）
澄
江 

水
泳
は
個
人
競
技
で
す
が
、
仲

間
と
行
う
練
習
は
ち
ょ
っ
と
し

た
部
活
動
で
学
生
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
ま
た
大
会
に
参
加

す
れ
ば
日
本
各
地
の
仲
間
と
さ

な
が
ら
同
窓
会
。
も
ち
ろ
ん
大
会

後
の
観
光
は
お
約
束
。
チ
ー
ム
メ

イ
ト
は
皆
50
・
60
代
か
ら
初
め

て
水
泳
に
挑
戦
し
た
人
達
で
本

当
に
尊
敬
で
す
。
皆
さ
ん
も
健
康

と
仲
間
作
り
に
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

 

次
号 

野
々
村
（
大
輪
）
博
美 

『『
推推
しし
はは
断断
然然
大大
谷谷
翔翔
平平
』』  

短
５ 

佐
塚
（
石
合
）
弘
美 

六
年
前
、
夫
の
退
職
と
同
時
に

介
護
と
農
家
の
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
も
お
盆
過
ぎ
か
ら

果
樹
収
穫
の
忙
し
い
日
々
。
そ
ん

な
中
、
大
谷
選
手
の
活
躍
を
見
て

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
『
４0―

４0
』
の
時
の
マ
ン
ガ

を
越
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
。
興
奮
で

一
日
中
う
れ
し
さ
？ 

誇
り
？ 

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
来
年
も
大
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

  

次
号 

梅
垣
（
伊
藤
）
久
美
子
（
推
） 

『『
おお
出出
掛掛
けけ
しし
よよ
うう
！！
』』  

短
６ 

岩
垂
（
牧
内
）
頼
子 

北
山
ラ
ベ
ス
（
株
） 

伊
那
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー 

某
旅
行
会
社
の
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行

き
先
は
到
着
す
る
ま
で
わ
か
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
す
（
ス
マ
ホ

で
大
体
判
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
）
。

タ
ッ
プ
リ
非
日
常
を
味
わ
っ
て

き
ま
し
た
(^_^)v
。
直
ぐ
に
現
実
に

引
き
戻
さ
れ
ま
し
た
が
・
・
・
。

仕
事
リ
タ
イ
ア
し
た
ら
い
ろ
ん

な
所
に
行
き
た
い
の
で
、
お
暇
な

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

お
誘
い
下
さ
い
ま
せ
。 

 

次
号 

森
元
（
増
澤
）
文
子 

７月中下旬所内で咲き乱れる 
 ヤマユリ 

短い方はアルト琴、大きい方は 
低音のベース琴です 

砂でできているとは 

思えない迫力です 
（鳥取砂丘 砂の美術館にて）  

プール仲間と一緒に遠征旅行 
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7 
 

『
癒癒
しし
のの
カカ
フフ
ェェ
』 

短
８ 

小
林 

い
ず
み 

私
の
押
し
は
、
「
安
曇
野
カ
フ

ェ
テ
リ
ア 
テ
ィ
テ
ィ
モ
」
で
す
。

旬
の
食
材
を
使
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
も
美
味
し
い
で
す
が
、
ピ
ザ

は
生
地
が
も
ち
も
ち
し
て
い
て
、

具
材
と
チ
ー
ズ
の
コ
ラ
ボ
が
絶

品
で
す
。
手
作
り
ケ
ー
キ
と
フ
ル

ー
ツ
の
デ
ザ
ー
ト
や
、
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
が
お
代
わ
り
自
由
な

の
も
魅
力
で
す
。
お
店
の
方
と
の

楽
し
い
お
喋
り
も
相
ま
っ
て
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
癒

さ
れ
て
ま
す
。 

       

次
号 

小
林
（
塚
本
）
眞
実 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
ビビ
オオ
ララ
』』  

短
９ 

平
野
（
上
野
）
由
紀
子 

学
生
時
代
に
信
州
大
学
交
響

楽
団
に
入
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
ず

っ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し

て
い
ま
す
。 

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
時
期
に
ビ
オ
ラ

の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、
持
ち
替

え
ま
し
た
。
今
で
も
先
生
に
つ
い

て
、
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
間
の
声
に
一
番
近
い
音
と

も
言
わ
れ
、
柔
ら
か
く
落
ち
着
い

た
音
色
、
良
い
で
す
よ
～ 

 

  

次
号 

飯
塚
（
鎌
倉
）
純
子
（
推
） 

『『
パパ
ンン
大大
好好
きき
家家
族族
』』  

短
10 

小
林
（
宮
下
）
幸
子 

二
十
数
年
前
、
息
子
が
療
育
セ

ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
た
時
、
母
親

仲
間
数
人
で
パ
ン
教
室
に
通
い

始
め
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
ふ

わ
ふ
わ
の
焼
き
た
て
パ
ン
が
食

べ
ら
れ
る
の
と
お
し
ゃ
べ
り
が
、

癒
し
の
時
間
で
す
。 

週
末
は
あ
ち
こ
ち
の
パ
ン
屋

さ
ん
の
パ
ン
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
朝
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
息
子
は
パ
ン
屋
さ
ん

に
就
労
！
と
、
パ
ン
に
囲
ま
れ
た

生
活
で
す
。 

 

  

次
号 

松
澤
（
宮
下
）
佳
予
（
推
） 

『『
登登
山山
』』  

短
11 

松
島
（
生
間
）
志
保 

岡
波
総
合
病
院 

２
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
で
大

学
に
行
け
な
い
娘
と
山
に
登
り

始
め
、
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
家
族
や
ハ
イ
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
地
元
の
鈴

鹿
山
脈
か
ら
県
外
の
山
に
も
登

っ
て
い
ま
す
。
特
に
北
・
中
央
・

南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
が
大
好
き
。

「
学
生
時
代
は
い
い
所
に
住
ん

で
い
た
ん
だ
な
あ
」
と
し
み
じ
み

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
推
し

山
は
１
つ
に
絞
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

次
号 

深
井
（
池
田
）
真
弓
（
推
） 

『『
恒恒
例例
行行
事事
』』  

短
12 

澤
井
（
櫻
井
）
花
織 

 

毎
年
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に

行
き
ま
す
。 

小
諸
の
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
近

く
の
農
園
は
入
園
料
も
実
の
買

取
り
も
安
く
、
7
月
上
旬
の
三

連
休
前
が
狙
い
目
。
黒
っ
ぽ
く
熟

れ
た
実
は
ほ
ろ
っ
と
簡
単
に
取

れ
、
硬
貨
程
も
あ
る
大
粒
の
実
ば

か
り
で
か
ご
は
重
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
２
kg
以
上
の
実
は
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
ま
ぶ
し
て
冷
凍

保
存
。
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
ま
す
。 

  

  

次
号 

廣
嶺
（
柳
澤
）
綾 

「海老とオリーブと 

ブロッコリー」のピザ 

２
０
２
４
年
10
月
槍
ヶ
岳 

梅
雨
時
な
の
で
雨
天
決
行
の 

こ
と
も
あ
り
ま
す  

 

私
の
入
っ
て
い
る
オ
ケ
の 

演
奏
会
の
チ
ラ
シ
で
す 

 

息
子
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る 

パ
ン
屋
さ
ん
の
パ
ン
で
す 
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8 
 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
四四
柱柱
推推
命命
』』  

短
14 

倉
家
（
藤
元
）
佳
奈
子 

た
ま
た
ま

Y
o
u

T
u

b
e

を
観

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
生
年
月

日
時
を
干
支
暦
の
漢
字
八
文
字

に
直
し
、
そ
の
八
字
だ
け
で
宿
命

や
運
命
を
推
察
し
、
自
分
の
や
り

た
い
事
柄
の
吉
凶
や
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
を
み
ま
す
。
本
当
は
難
し

い
学
問
で
す
が
、
分
か
り
易
く
て

面
白
い
説
明
が
さ
れ
て
い
る
の

で
、
素
人
の
私
で
も
日
々
楽
し
め

て
い
ま
す
。 

 

   

次
号 

岩
渕
（
東
本
）
恭
子
（
推
）

『『
和和
美美
（（
なな
ごご
みみ
））
のの
桜桜
』』  

短
15 

鮎
貝
（
坪
井
）
ゆ
う
子 

山
里
の
原
風
景
が
広
が
る
長

野
県
高
山
村
に
、
春
に
な
る
と
咲

く
約
20
本
の
し
だ
れ
桜
。
そ
の

中
に
和
美
（
な
ご
み
）
の
桜
が
あ

り
ま
す
。
春
の
桜
ま
つ
り
に
は
、

｢

誰
で
も
ピ
ア
ノ｣

が
置
か
れ
、
夜

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
花
火
も

上
が
り
ま
す
。
期
間
限
定
の
し
だ

れ
桜
と
ピ
ア
ノ
と
花
火
！ 

私
の

推
し
ス
ポ
ッ
ト
、
癒
し
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
！ 

 

  

次
号 

手
塚 

佳
子
（
推
） 

『『
トト
レレ
ッッ
キキ
ンン
ググ
始始
めめ
まま
しし
たた
』』  

短
17 

松
尾
（
大
桑
）
一
美 

橋
、
ダ
ム
、
滝
、
池
等
を
巡
る

う
ち
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
適
度
な
運

動
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を

浴
び
て
癒
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
歩
き
疲
れ
た
時
、
３
６
０

度
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
や
迫
力

あ
る
滝
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
美

し
い
池
、
レ
ト
ロ
な
橋
、
一
面
に

広
が
る
雲
海
な
ど
の
絶
景
に
出

会
え
る
と
と
て
も
感
動
し
ま
す
。  

  

次
号 

横
山
（
中
川
） 

由
美
子 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
我我
がが
家家
のの
ハハ
ムム

スス
タタ
ーー
』』  

短
18 

大
池
（
高
木
）
里
枝 

名
古
屋
掖
済
会
病
院 

我
が
家
に
ジ
ャ
ン
ガ
リ
ア
ン

ハ
ム
ス
タ
ー
が
や
っ
て
き
た
の

は
昨
年
の
次
男
の
誕
生
日
で
し

た
。
飼
い
始
め
る
と
、
子
供
よ
り

も
親
の
方
が
ハ
ム
ス
タ
ー
に
夢

中
と
な
り
ま
し
た
。
ハ
ム
ス
タ
ー

は
夜
行
性
の
た
め
昼
間
は
ほ
と

ん
ど
寝
て
い
て
動
き
ま
せ
ん
が
、

夜
間
に
活
動
を
始
め
、
ク
ル
ク
ル

回
し
車
を
走
っ
た
り
、
砂
風
呂
で

暴
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
に
毎

日
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

中
垣
（
高
橋
）
典
子 

『『
おお
菓菓
子子
作作
りり
』』  

短
20 

牛
山
（
奥
山
）
英
理
子 

私
は
学
生
時
代
か
ら
お
菓
子

作
り
が
好
き
で
、
時
間
を
見
つ
け

て
は
ケ
ー
キ
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
作

っ
て
い
ま
す
。 

お
菓
子
を
作
っ
て
い
る
時
間

こ
そ
、
私
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
分
量
を
は

か
り
、
混
ぜ
た
り
、
こ
ね
た
り
と

と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
お
菓
子
は
、
カ
ヌ
レ
で
す
。 

 

 

   

次
号 

小
林 

訓
（
推
） 

我が家のモフちゃん 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
で
す 

万
年
暦 

 

銀
杏
と
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の 

紅
葉
と
共
に 

気
軽
に
行
け
る 

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
三
峰
山 

樹
齢
１
０
０
年
の
し
だ
れ
桜
と
、 

誰
で
も
弾
く
こ
と
が
で
き
る
ピ
ア
ノ 



9
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『『
私私
のの
推推
しし
イイ
タタ
リリ
アア
ンン
』』  

短
22 

西
村
（
余
湖
）
奈
美
子 

新
潟
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
、
子
供

の
頃
か
ら
食
べ
て
い
た
み
か
づ

き
の
イ
タ
リ
ア
ン
で
す
。 

焼
き
そ
ば
？
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
？
の
よ
う
な
素
朴
な
懐
か
し

い
味
で
す
。 

三
重
に
住
ん
で
早
20
年
、
故

郷
の
味
と
し
て
最
近 

冷
凍
イ
タ

リ
ア
ン
を
購
入
す
る
よ
う
に
。
私

の
子
供
達
も
大
好
き
で
す
。 

 

 

次
号 

河
嶋 

(

小
竹)

友
美
（
推
） 

『『
ここ
れれ
かか
らら
のの
「「
推推
しし
活活
」」』』  

短
23 

片
沼
（
扇
谷
）
晶
子 

仕
事
と
子
育
て
で
、
人
生
で
最

も
忙
し
い
（
充
実
？
）
時
期
な
の

で
は
？
と
感
じ
る
日
々
の
中
、

「
私
の
推
し
」
と
言
え
る
程
の
対

象
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
「
私
の
推

し
活
」
に
し
た
い
こ
と
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
地
元
の

美
味
し
い
お
店
巡
り
を
す
る
こ

と
で
す
。
時
間
を
み
つ
け
て
毎
月

新
た
な
お
店
を
開
拓
で
き
た
ら

な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

次
号 

井
出(

一
本
木)

有
香
（
推
） 

『『
不不
人人
気気
映映
画画
鑑鑑
賞賞
』』  

短
24 

有
馬 

武
史 

こ
こ
数
年
、
映
画
館
に
行
く
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
せ
っ
か

く
映
画
館
で
観
る
の
だ
か
ら
」
と

思
い
、
上
映
回
数
の
少
な
い
、
人

気
の
な
さ
そ
う
な
作
品
を
選
ん

で
い
ま
す
。
全
く
理
解
で
き
な
い

作
品
も
多
い
で
す
が
、
異
文
化
に

触
れ
た
と
い
う
こ
と
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
好
き
な
監
督
や
俳
優

は
い
な
い
の
で
す
が
、
と
り
あ
え

ず
エ
マ
・
ス
ト
ー
ン
と
の
相
性
は

悪
い
み
た
い
で
す
。 

 

次
号 

植
道 

友
紀
（
推
） 

『『
私私
のの
癒癒
しし  

推推
しし
本本
』』  

短
26 

佐
藤
（
宮
澤
）
祐
子 

仙
台
に
住
み
12
年
。
三
姉
妹

の
母
と
し
て
、
仕
事
と
育
児
に
追

わ
れ
る
日
々
。 

そ
ん
な
日
常
か
ら
異
世
界
へ

と
誘
っ
て
く
れ
る
上
橋
菜
穂
子

さ
ん
の
作
品
が
大
好
き
。｢

守
り

人｣

シ
リ
ー
ズ
、｢

獣
の
奏
者｣

等
、

壮
大
な
世
界
観
と
心
に
響
く
物

語
の
数
々
。｢

人
生
が
ど
れ
ほ
ど

速
く
過
ぎ
去
る
も
の
か
を
実
感

し
始
め
た
人
た
ち
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば｣

と
の
言
葉
に
共

感
！ 

 

 

次
号 

小
松
（
塩
谷
）
美
保 

 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
・
・
・
』』  

短
27 

手
塚 

文
恵 

某
配
信
者
さ
ん
で
す
。
顔
も
知

ら
ぬ
相
手
を
何
故
応
援
で
き
る

の
か
？ 

そ
う
思
っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
！ 

コ
ロ
ナ
禍
中

ひ
た
す
ら
家
で
刺
し
子
の
日
々
。

そ
ん
な
日
々
を
潤
し
て
く
れ
た

イ
ケ
ボ
で
た
ま
に
ポ
ン
コ
ツ
で

他
人
を
慮
れ
る
優
し
さ
の
中
に

一
本
筋
が
通
っ
て
い
る
・
・
・
そ

ん
な
推
し
を
全
力
で
推
し
つ
つ
、

か
の
有
名
な
言
葉
で
締
め
よ
う

と
思
い
ま
す
。
推
し
は
推
せ
る
時

に
推
せ
！ 

 

  

次
号 

笹
口 

望
（
推
） 

餌をくれない相手には冷たい 
近所の野良猫 

ひ
た
す
ら
家
で
刺
し
子
の
日
々
の 

な
か
作
っ
た
や
つ
で
す 

 

仙
台
七
夕 

大
谷
さ
ん
吹
き
流
し 

 

み
か
づ
き
の
イ
タ
リ
ア
ン 

 

パ
ン
ケ
ー
キ
が 

美
味
し
い
お
店 
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10 
 

『『
絵絵
本本
』』  

短
28 

中
嶋
（
水
野
）
由
美
子 

娘
と
一
緒
に
図
書
館
に
絵
本

を
借
り
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
子

供
と
一
緒
に
気
に
な
る
絵
本
を

探
す
時
間
は
癒
し
の
ひ
と
時
で

す
。 お

気
に
入
り
の
絵
本
は
「
ノ
ラ

ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
」
。
ノ
ラ
ネ
コ
た

ち
が
大
騒
動
を
巻
き
起
こ
し
、
毎

回
お
説
教
を
さ
れ
て
反
省
す
る

姿
が
か
わ
い
く
て
お
す
す
め
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
絵
本
に
触
れ
る

時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

 

次
号 

古
田
（
嶋
田
）
朋
子 

『『
ポポ
ーー
ララ
ンン
ドド
食食
器器
』』  

保
１ 

野
呂
（
幸
良
）
麻
理
子 

さ
わ
だ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

数
年
前
、
主
人
の
転
勤
に
伴
い
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
家
族

で
駐
在
し
て
い
ま
し
た
。
市
場
で
見

か
け
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
食
器
に
一
目
惚

れ
し
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
お
皿
な
ど
少

し
ず
つ
揃
え
て
い
き
ま
し
た
。
車
で

10
時
間
ほ
ど
か
け
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

食
器
発
祥
の
町
「
ボ
レ
ス
ワ
ヴ
ィ
エ

ツ
」
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

幼
い
子
供
達
を
連
れ
て
の
駐
在
生
活

は
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
食
器
の
お
か

げ
で
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
号 

戸
田
（
飛
田
）
梨
紗 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
ププ
ルル
ーー
ンン
』』  

保
2 

新
津
（
宮
本
）
恵
理
奈 

私
の
推
し
は
佐
久
穂
町
産
の

プ
ル
ー
ン
で
す
。
プ
ル
ー
ン
と
い

う
と
加
工
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
で
す
が
、
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る

生
の
プ
ル
ー
ン
が
お
す
す
め
で

す
。
た
く
さ
ん
の
品
種
が
あ
り
７

月
か
ら
10
月
と
長
い
期
間
楽
し

め
ま
す
。
私
の
お
す
す
め
は
甘
み

の
強
い
オ
ー
タ
ム
キ
ュ
ー
ト
で

す
。
今
年
は
も
う
お
し
ま
い
で
す

が
、
来
年
是
非
召
し
上
が
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

 

  

次
号 

見
谷 

敦
司 

 

『『
私私
のの
好好
きき
なな
時時
間間
』』  

保
５ 

本
山
（
松
本
）
麻
莉
子 

一
日
の
最
後
に
子
ど
も
と
読

む
絵
本
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
た
い
、

子
ど
も
の
入
眠
の
た
め
に
、
と
い

う
よ
り
、
純
粋
に
私
が
絵
本
の
内

容
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
読
書
が

趣
味
で
す
！ 

と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
今
ま
で
全
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
ほ
っ
こ
り
す
る
本
、
奥

が
深
い
な
と
思
う
本
な
ど
、
こ
の

年
齢
に
な
っ
て
絵
本
の
良
さ
を

と
て
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

  

次
号 

出
村
（
松
本
）
彩
郁 

『『
投投
資資
はは
ココ
ツツ
ココ
ツツ
とと
』』  

保
7 

伊
藤 

彰
洋 

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
豊
田
厚
生
病
院 

現
在
私
は
投
資
で
資
産
運
用

し
て
い
ま
す
。
私
に
任
せ
て
も
ら

え
れ
ば
、
月
10
％
で
運
用
し
ま

す
！ 

１
年
で
３
倍
に
な
り
ま

す
！ 

一
口
１
０
０
万
か
ら
ど
う

ぞ
！
・
・
・
と
か
い
う
怪
し
い
手

法
で
は
な
く
、
Ｒ
証
券
で
コ
ツ
コ

ツ
積
立
し
て
い
ま
す
。
詐
欺
に
ご

用
心
で
す
。 

 

す
ぐ
に
成
果
は
出
ま
せ
ん
が
、

長
い
目
線
で
成
長
を
見
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

次
号 

太
田 

悠
介 

お気に入りの絵本 

駐在期間で集めた食器は 
なんと 70 点 

ひ
ら
が
な
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た 

長
女
で
す 

YouTube や書籍で勉強しています 

オ
ー
タ
ム
キ
ュ
ー
ト 
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『『
私私
のの
推推
しし
はは
ウウ
ェェ
イイ
クク
ボボ
ーー

ドド
』』  

保
８ 
尾
関 

沙
耶 

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
職
場

の
人
に
誘
わ
れ
て
始
め
て
か
ら

は
毎
年
、
夏
が
待
ち
遠
し
く
な
る

ほ
ど
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ジ
ェ
ッ
ト
や
小
型
船
舶
に
引
っ

張
っ
て
も
ら
う
の
で
す
が
と
て

も
気
持
ち
い
い
で
す
。
次
の
日
に

は
体
が
筋
肉
痛
で
バ
キ
バ
キ
に

な
る
の
が
つ
ら
い
で
す
が
・
・
・ 

５
歳
に
な
る
娘
は
ま
だ
で
き
ま

せ
ん
が
一
緒
に
や
れ
る
日
が
く

る
の
が
さ
ら
に
楽
し
み
で
す
。 

 

次
号 

金
井 

和
紀
（
推
） 

『『
ココ
ウウ
ペペ
ンン
ちち
ゃゃ
んん
』』  

保
9 

大
槻
（
飯
山
）
正
美 

松
戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

見
た
目
は
か
わ
い
い
ペ
ン
ギ

ン
、
社
会
で
疲
れ
た
大
人
の
心
を

圧
倒
的
に
癒
し
て
く
れ
る
。
『
月

曜
日
は
職
場
に
着
け
た
だ
け
で

は
ま
な
る
！
』
と
日
々
の
当
た
り

前
を
褒
め
て
く
れ
ま
す
。
夫
へ
の

布
教
も
完
了
し
我
が
家
は
グ
ッ

ズ
だ
ら
け
！ 

あ
ぁ
！ 

文
字
数

足
ら
な
く
て
可
愛
さ
が
伝
え
き

れ
な
い
！ 

『
布
団
の
中
か
ら
出

た
く
な
い
（
Ｍ
Ｖ
）
』
で
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！
！
！  

次
号 

小
泉 

崚 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
ドド
ララ
ゴゴ
ンン
ズズ
』』  

保
12 

池
田 

悠
馬 

 

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

私
の
推
し
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
で
す
。
就
職
で
愛
知
県
に
移
住

し
て
は
や
７
年
。
７
年
目
に
し
て

人
生
初
め
て
の
プ
ロ
野
球
観
戦

を
し
に
、
妻
と
行
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
す
。
試
合
の
面
白
さ
だ

け
で
な
く
、
中
日
フ
ァ
ン
の
熱
い

応
援
、
球
場
は
お
祭
り
の
よ
う
な

場
所
で
し
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

買
う
ほ
ど
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
来
年
は
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
応
援
し
ま
す
。 

 

 

次
号 

園
原 

政
樹 

『『
スス
パパ
イイ
スス
カカ
レレ
ーー
巡巡
りり
』』  

保
1５ 

福
地 

麻
衣
佳 

学
生
時
代
に
「
メ
ー
ヤ
ウ
」
の

お
い
し
さ
を
知
り
、
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。 

松
本
市
在
住
時
は
ほ
ぼ
毎
年

カ
リ
ー
ラ
リ
ー
に
参
戦
し
、
旅
行

に
行
っ
た
際
は
今
で
も
必
ず
ス

パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
す
。 

引
っ
越
し
て
か
ら
は
家
の
近

く
に
カ
レ
ー
屋
さ
ん
が
あ
ま
り

な
い
の
で
、
自
分
で
美
味
し
い
ス

パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
作
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

水
野 

裕
雅 

『『
旅旅
行行
はは
楽楽
しし
いい
』』  

保
1６ 

濵
出 

侑
希 

学
生
時
代
コ
ロ
ナ
の
流
行
が

あ
っ
た
た
め
、
行
け
な
か
っ
た
旅

行
に
昨
年
行
っ
た
と
こ
ろ
と
て

も
楽
し
く
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で

は
数
ヶ
月
に
一
回
旅
行
に
行
っ

て
い
ま
す
。
旅
行
先
で
美
味
し
い

も
の
を
食
べ
た
り
、
さ
ら
に
は
旅

行
先
で
出
会
っ
た
人
と
仲
良
く

な
っ
た
り
し
て
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
今
度
は
長
年
の
親
友
と
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
に
上
る
予
定
で
す

♪ 

 

次
号 

氷
鉋 

大
悟 

１
歳
の
息
子
に
は
石
川
昂
弥
選
手
の 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
買
い
ま
し
た 

和歌山のホテルでコラボ。 
すぐさま行ってきました 

昨年横浜に行った時の写真です 

夏の長良川での 
ウェイクボード 

spicecafe ananda（諏訪市） 
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『『
ささ
わわ
やや
かか
ハハ
ンン
ババ
ーー
ググ
』』  

保
17 

信
岡 

英
彦 

信
州
大
学
大
学
院 

私
の
推
し
は
「
炭
火
焼
レ
ス
ト

ラ
ン
さ
わ
や
か
」
で
す
。
静
岡
県

内
の
み
に
展
開
す
る
大
人
気
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
ご
存
知
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
番
の
人
気
は
「
げ
ん
こ
つ
ハ
ン

バ
ー
グ
」
。
私
は
こ
の
ハ
ン
バ
ー

グ
が
あ
ま
り
に
も
好
き
で
、
学
部

生
時
代
か
ら
長
野
か
ら
車
で
片

道
３
時
間
近
く
か
け
て
月
１
で

訪
ね
て
お
り
ま
す
。
正
気
の
沙
汰

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

次
号 

井
上 

智
哉 

『『
登登
山山
』』  

保
18 

飴 

ち
ひ
ろ 

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
株
式
会
社 

社
会
人
と
な
り
車
を
持
っ
た

こ
と
と
、
山
好
き
の
同
僚
の
お
か

げ
で
気
軽
に
登
山
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
登
山
す
る
人
に

も
し
な
い
人
に
も
オ
ス
ス
メ
し

た
い
の
が
立
山
で
す
。
麓
の
室
堂

平
は
高
山
な
が
ら
観
光
地
化
し

て
お
り
、
山
に
登
ら
な
く
て
も
辺

り
を
散
策
す
る
だ
け
で
自
然
・

食
・
温
泉
を
楽
し
め
ま
す
。
非
日

常
を
味
わ
え
、
何
度
行
っ
て
も
飽

き
ま
せ
ん
。 

 

 

次
号 

渥
美 

由
吉 

■■
次次
号号  

編編
集集
委委
員員
会会
かか
らら
のの
推推
薦薦  

衛
２ 

米
山
（
斉
藤
）
千
恵
子 

衛
５ 

上
田
（
峰
村
）
紀
久
子 

短
１ 

和
田
（
輿
）
い
づ
み 

短
４ 

前
澤
（
上
條
）
裕
子 

短
７ 

前
田
（
井
口
）
恵
美 

短
13 

石
原 

淳
子 

短
16 

田
端
（
竹
内
）
千
里 

短
19 

保
科
（
滝
沢
）
洋
美 

短
21 

小
澤
（
末
松
）
綾
子 

短
25 

丸
山 

麻
希 

短
29 

佐
近
（
高
橋
）
英
理
子 

保
３ 

北
岡 

慎
司 

保
４ 

村
松 

智
恵
美 

保
６ 

木
村
（
渡
慶
次
）
雅 

保
10 

後
藤
（
高
橋
）
美
貴 

保
11 
服
部 

洸
志 

保
13 

富
岡
（
仁
平
）
朋
希 

保
14 

可
知 
笑
佳 

次
号
の
原
稿
は
、
編
集
委
員
会

か
ら
あ
ら
た
め
て
封
書
等
に
よ

り
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

次回の募集テーマは 

「私のチャレンジ」です。 

山
頂
か
ら
の
眺
め 

香ばしい香り、 
肉汁たっぷりの 

美味しさがたまりません 

追追
悼悼  

吉吉
田田  

安安
雄雄  

先先
生生  

吉
田
安
雄
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は

２
０
２
４
年
10
月
27
日
93
歳
で
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
は
衛
生
検
査
技
師
学

校
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
の
非
常
勤
講
師

の
後
、
１
９
７
６
年
に
医
学
部
第
一
病
理

学
教
室
か
ら
医
療
短
大
助
教
授
と
し
て

赴
任
さ
れ
、
病
理
検
査
学
を
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
教
授
に
昇
進
さ
れ
１
９
９
６
年
３

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日
臨

技
の
理
事
を
長
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
多
く
の
卒
業
生
が
就
職
に
あ
た

り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
７

９
年
に
は
現
在
の
医
学
検
査
学
会
を
大

会
長
と
し
て
松
本
で
開
催
さ
れ
、
「
肝
蛭

の
病
態
と
臨
床
検
査
」
に
つ
い
て
大
会
長

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
短
１ 

奥
村 

伸
生
） 
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臨臨検検 11 回回生生  

田田中中（（小小沢沢））恵恵子子  

  

医医短短 22 回回生生  

奥奥村村（（上上條條））久久恵恵  

  

医医短短 99 回回生生  

藤藤田田  良良生生  

  

え
？
50
年
？
も
う
？
。
時
の

過
ぎ
る
の
は
実
に
早
い
も
の
で
、

私
達
が
臨
床
検
査
技
師
学
校
を

卒
業
し
て
50
年
。
全
員
古
稀
を

迎
え
ま
し
た
。
7
月
3
日
諏

訪
湖
を
望
む

R
A

K
O

華
乃
井

に
て
同
級
会
を
開
催
。
マ
ス
ク

を
着
け
て
現
れ
た
時
は
誰
？
と
い
う
人
も
会
が
進

む
う
ち
に
は
白
衣
を
着
て
試
験
管
振
っ
て
い
た
あ

の
頃
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
に
力
を
貰
い
明
日
か
ら
の
活
力
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
、
春
宮
に

参
拝
し
、
楽
し

い
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
。 

今

回

は

臨

嶺
会
の
カ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ム

補
助
金
を
頂

け
る
と
い
う

こ
と
で
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

ほ
ぼ
30
年
ぶ
り
の
同
級
会 

―
 

今
年
や
ら
な
け
れ
ば
、
次

は
な
い
か
も…

自
分
自
身
が

心
身
と
も
に
元
気
で
い
る
こ

の
時
に
開
催
し
な
け
れ
ば…

ま
ず
は
、
み
ん
な
の
住
所
録
を

作
成
し
て
、
会
場
を
決
め
、
往

復
は
が
き
を
作
成
、
投
函
。
徐
々
に
返
信
さ
れ
て

く
る
は
が
き
を
読
ん
で
、
み
ん
な
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、

楽
し
み
に
し

て
ま
～
す
の

コ
ー
ル
を
糧

に
、
い
よ
い

よ
、
9
月
22

日
当
日
、
18

名
の
出
席
者

が
、
ホ
テ
ル

モ
ン
タ
ー
ニ

ュ
松
本
に
無

事
集
う
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
対
面
し

た
時
の
歓
声
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
握
り
こ
ぶ

し
！
い
ろ
い
ろ
と
考
え
込
ん
で
、
足
踏
み
し
て
い

た
弱
気
な
私
は
、
い
つ
の
間
に
か
ど
こ
か
彼
方
へ
。

顔
見
て
話
し
て
い
る
と
、
本
当
に
学
生
時
代
に
戻

れ
る
ん
で
す
ね
。
😊😊😊😊  

 

令
和
6
年
11
月
23
日
に

医
療
短
大 

昭
和
57
年
入
学

組
の
同
級
会
を
浅
間
温
泉
の

和
泉
荘
に
於
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
が
60
歳
の

節
目
を
迎
え
た
直
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
長
野
県
を
は
じ

め
岐
阜
・
愛
知
・
埼
玉
・
福
井
・
京
都
・
兵
庫
か

ら
、
計
18
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
以
来

会
っ
て
い
な
か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
お
り
、
恐

る
恐
る
名
前
を
確
認
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

話
を
す
る
に
つ
れ
40
年
前
の
ま
ま
の
姿
が
そ
こ

に
は
在
り
ま
し
た
。
久
々
の
再
会
に
祝
杯
の
後
、

各
自
が
辿
っ
て
来
た
人
生
の
変
遷
の
報
告
の
時
間

と
な
り
、
今
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
方
、
一
線

を
退
い
て
違
っ
た
道
に
進
ま
れ
た
方
、
体
調
を
崩

し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
方
な
ど
、
皆
、
精
一

杯
人
生
を
歩
ん
で
来
ら
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。 

翌
日
は
各
自
、
お
世
話
に
な
っ
た
下
宿
を
訪
ね

た
り
、
浅
間
温
泉
を
散
策
し
て
赤
い
ピ
ア
ノ
が
ま

だ
営
業
し
て
い
る
こ
と
に
感
激
し
た
り
で
、
次
回

の
同
級
会
を
約
束
し
て
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

お
忙
し
い
中
、
会
の
幹
事
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
榎
本
さ
ん
、
五
味
さ
ん
に
、
出
席
者
一
同
、
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
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事事務務局局かかららののおおししららせせ 

■■
カカ
ミミ
ンン
ググ
ホホ
ーー
ムム 

２
０
２
５
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り
で
す
。 


 

卒卒
後後
1100
年年
：
保
健
学
科
10
期
生 

（
平
成
28
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
2200
年年
：
該
当
学
年
な
し 


 

卒卒
後後
3300
年年
：
短
大
20
回
生 

（
平
成
８
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
4400
年年
：
短
大
10
回
生 

（
昭
和
61
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
5500
年年
：
臨
検
２
回
生 

（
昭
和
51
年
3
月
卒
） 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
構
内
見
学

な
ど
）
を
い
た
し
ま
す
。 

該
当
年
が
過
ぎ
て
い
る
、
あ
る
い
は
ま
だ

少
し
前
で
あ
る
場
合
で
も
、
同
級
会
を
開
催

す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
を
し
ま

す
の
で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

      

■■
保保
健健
学学
科科
同同
窓窓
会会
・・
臨臨
嶺嶺
会会  

ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
がが
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル  

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

U
R

L

は

、

保

健

学

科

同

窓

会

が

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.m
h

o
k
e
n

.jp

、
臨
嶺
会
が

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.m
h

o
k
e
n

.jp
/
rin

re
ik

a
i 

で
す
。 

      

■■
会会
費費
未未
納納
のの
方方
へへ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
未
納
金
額
は
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、
下
記
振
込
先
へ
納
入
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に

納
入
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

   

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 
 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

 
 

 

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何
回
生
、

会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健
学
科
同
窓

会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

  

■■
卒卒
業業
後後
のの
証証
明明
書書
申申
請請
方方
法法  

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込
み

は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学

科
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
種
証
明
書
」
の

「
卒
業
生
の
方
へ 

各
種
証
明
書
発
行
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

■■
住住
所所
等等
変変
更更
ごご
連連
絡絡
のの
おお
願願
いい  

転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
く
る
会
報
が
多
数

あ
り
ま
す
。
改
姓
・
住
所
・・
勤
務
先
等
の
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

実
家
あ
る
い
は
勤
務
先
宛
で
会
報
を
受
け
取

っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
現
住
所
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

住
所
変
更
等
は
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書

あ
る
い
は
臨
嶺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員
情

報
の
変
更
」
サ
イ
ト
（
左
記
の
Q

R
コ
ー
ド

か
ら
直
接
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
移
動
で
き
ま
す
。 

h
ttp

s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/H

m
D

V
T

yfK
C

B
T

z
L
i8

v
7

）

 

 

令和７年 1 月 31 日現在 (  )内人数 

  

保保健健学学科科 11９９期期生生  3333 名名 

 就就職職：：1166 名名 

長野県厚生農業協同組合連合会 南長野医療セ

ンター篠ノ井総合病院(1)、長野県厚生農業協

同組合連合会 北アルプス医療センターあづみ

病院(1)、社会医療法人財団慈泉会 相澤病院

(1)、飯田市立病院(1)、市立甲府病院(1)、

SUBARU 健康保険組合 太田記念病院(1)、学

校法人 自治医科大学附属病院(1)、船橋市立医

療センター(1)、地方独立行政法人総合病院 国

保旭中央病院(1)、学校法人北里研究所 北里大

学病院(1)、医療法人弘遠会 すずかけセントラ

ル病院(1)、地方独立行政法人 静岡市立静岡病

院(1)、名古屋市立大学病院(1)、医療法人豊田

会 刈谷豊田総合病院(1)、株式会社エスアール

ディ(1)、株式会社三和化学研究所(1) 

 進進学学：：1166 名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻（修士

課程）(13)、がん研究会有明病院付設細胞検査

士養成所(3 受験予定) 

 

 

大大学学院院医医学学系系研研究究科科修修士士課課程程保保健健学学

専専攻攻    

修修了了生生 88 名名 

 就就職職：：88 名名 

信州大学医学部附属病院(1)、伊那中央病院

(2)、株式会社 A-SEEDS(1)、医療法人社団善

仁会 総合健診センターヘルチェック(1)、セ

ントラル硝子株式会社(1)、H.U.グループホー

ルディングス株式会社(1)、武州製薬株式会社

(1) 

 進進学学：：11 名名 

信州大学大学院総合医理工学研究科（博士課

程）(1) 

 

 

  

令和７年 3 月卒業・修了 

卒卒業業生生のの進進路路 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
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220022４４年年ののででききごごとと 

 ３月 21 日（木）信大松本地区卒業式・学位記授与式 

祝賀会、謝恩会 

４月  4  日（木）信大入学式 

５月 25 日（土）第 18 回臨嶺会総会 

９月 26 日（木）就職・進学支援セミナー （３年生対象、臨嶺会支援） 

講師 朝倉 亜美さん （諏訪赤十字病院 保 15 期生） 

倉 菜々美さん （松本市医師会検査検診センター 保 15 期生） 

依田 将宏さん （イナリサーチ（株） 保 13 期生） 

堀田 多恵子さん （九州大学病院 技師長） 

9 月 27 日（金）マナーセミナー（3 年生対象、臨嶺会支援） 

  

 

  

編編
集集
後後
記記 

            

  

 

  

  

  

  
 

            

  

 

  

  

  

  
 

         
 

         
 

臨臨  嶺嶺  会会  会会  報報 
第第 4466 号号 

 臨嶺会会長 山内 一由 
事務局  小穴 こず枝 

樋口 由美子 
平  千明 
新井 慎平 
重藤  聖子 

編集委員会 金井 崚 
上條 途夢 

印刷  株式会社成進社印刷  

臨臨  嶺嶺  会会  事事  務務  局局  

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel. 0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  
https://www.mhoken.jp/rinreikai 

 

本
号
よ
り
、
編
集
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
保
健
学
科
11
期
の
金
井
崚

（
か
な
い 

り
ょ
う
）
で
す
。 

昨
年
の
臨
嶺
会
総
会
に
お
い
て
、
今
後
の
会
報
発

送
を
希
望
者
へ
と
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臨
嶺
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
最
新
の
臨
嶺
会
報

だ
け
で
な
く
、
過
去
の
臨
嶺
会
報
も
閲
覧
で
き
ま

す
。
編
集
委
員
長
を
拝
命
し
、
第
28
号
か
ら
最
新
ま

で
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
黒
で
あ
っ

た
紙
面
や
私
が
指
導
を
受
け
た
先
生
方
の
若
か
り

し
着
任
の
挨
拶
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
る
面
白
い
記
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
遡
っ
て

見
て
も
面
白
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
会
報
を
書

い
て
い
け
た
ら
最
高
で
す
ね
！ 

近
況
報
告
は
私
の
推
し
で
し
た
。
私
の
推
し
は
、

「
君
と
宇
宙
を
歩
く
た
め
に
」
と
い
う
漫
画
で
す
。

昨
年
、
読
ん
だ
漫
画
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

て
、
日
常
の
生
活
を
普
通
に
送
る
中
で
、
普
通
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
主
人
公
が
出

会
っ
た
同
級
生
か
ら
学
ん
で
い
く
物
語
で
す
。
気
に

な
っ
た
方
は
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

金
井 

崚 


